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自然災害や環境汚染に対する市民の不安に対し、様々な施策
が行われている。

他方、広い分野で行われる公共事業に対し、その必要性への
疑問符が投げかけられているのもまた事実である。

それら災害対策や環境保全施策が市民の不安を和らげる効果
的な施策なのか、また、その帰結としての市民生活の影響はど
うなっているのかを市民に示す必要がある。

本研究者の研究では、これらの施策の効果が如何に市民生活
の活動を支え、コミュニティーや地域の伝統・文化などの社会
活動の改善に貢献しているかを示す試みを行っている。
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